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https://iges-jp.zoom.us/webinar/register/WN_FYrLTpCbQwCmoco7z7Y7LA#/registration

	終戦後80年、阪神淡路大震災から30年、そして、東日本大震災から14年が経過しました。災害の記憶を次世代へ伝えるとともに、大規模災害に対する備えや減災対策を進めていくことは、益々重要な課題となっています。
	本フォーラムでは、「災害後の植生回復」という視点から、植物に刻まれた災害の歴史や災害時・復興における植生の役割、そして災害教訓の継承について考えます。
	*本フォーラムはZoomによるオンライン開催です。
	ご聴講（参加無料）をご希望の方は下記URLより、事前登録をお願い致します。
	お申込みはこちらから
	(公財)地球環境戦略研究機関
	国際生態学センター
	（IGES-JISE）


